
節

九

怨

飾
∴
班

三八

四
二

鳥
取
願
村
野
川
下
流
水
路
の
変
遷

鳥
取
楳
日
野
川
は
､
山
陰
道
中
第
二
の
大
河
で
'
速

-
備
中
'
備
後
'
出
雲
､
伯
啓
開
境
の
山
奥
か
ら
凝
源

L
､
瓶
粒
花
園
岩
､
並
に
石
英
斑
岩
地
'(
荷

1
部
古
生

暦
地
域
も
あ
-
)
を
北
西
に
流
れ
.
赦
桶
の
西
南
か
ら

北
東
に
樽
じ
.
史
に
江
尾
に
至
-
て
視
た
北
西
に
璃
向

L
t
大
山
火
山
群
か
ら
流
下
す
る
衷
水
を
各
せ
て
漸
-

大
だ
為
-
､
溝
口
相
に
至
-
'
花
園
岩
地
を
出
て
p
輝

石
安
山
岩
'
角
閃
安
山
岩
'
玄
武
岩
並
に
火
山
岩
層
の

地
域
に
入
り
.
両
側
に
卓
状
を
馬
し
て
整
斜
せ
る
数
階

の
河
段
を
形
成
し
っ
つ
､
西
伯

郡
大
幡
村
辛
立
岩
附
近

に
東
-
､
扇
状
地
上
を
流
れ
､
坦
々
た
る
米
子
市
東
方

A./'1J.七

の
平
野
に
出
で
事

尾

村
に
至
-
て
､
石
英
粗
面
岩
及
び

其
凝
友
岩
か
ら
成
れ
る
観
音
寺
山
に
衝
突
し
'
別
に
南

方
か
ら
来
れ
る
法
勝
寺
川
に
脅
し
.
北
に
樽
向
し
.
衣

･..-i

風
ケ
潰
平
島
の
遷
都
た
る
涌
産
材
字

皆

産

(
阻
泉
場
所

石

J

成

奉

仕

地
)

の
兼
に
於
て
美
保
関
に
注
い
で
屠
る
､
延
長

約

一
七
且
､
流
域
は
約
五
〇
平
方
藍
に
達
す
る
､
其
山

間
部
を
洗
る
る
間
は
水
路

の
著
し
い
壁
蔓
も
認
め
ら
れ

救
い
が
ー
前
記
両
伯
郡
大
幡
村
字
立
岩
附
近
よ
-
以
北

の
下
流
慣
域
に
於
で
は
'
水
路
9
鼻
蓬
に
顕
著
な
革
質

が
あ
っ
て
'
地
形
上
晴
々
之
を

推
究
し
得
る
の
み
な
ら

ず
p
託
銀
の
上
に
も
明
か
に
詐
戟
せ
ら
れ
て
選
っ
て
居

る

0西
伯
郡
大
幡
村
南
方
の
高
地
に
登
り
て
､
北
方
の
地

形
を
観
望
す
る
に
.
大
山
及
び
孝
蜜
山
の
斜
面
は
､
東

方
か
ら
漸
次
酋
北
方
に
陵
夷
L
t
長
-
基
触
綻
科
せ
る

裾
野
を
引
き
､
其
終
報
は
高
さ
数
十
米
の
懸
崖
を
以
て

酉
方
の
低
野
に
臨
み
'
是
虞
に
裾
野
阿
鼻
地
だ
平
野
だ

の
間
に
敢
然
た
る
地
形
上
の
置
割
を
形
成
し
て
居
る

､

此
懸
粒
は
大
幡
村
か
ら
.
牒
相
､
大
高
相
を
経
て
'
大
和



村
の
梅
岸
附
並
ま
で
迂
飴
曲
折
し
て
速
-
連
縛
し
て
居

る
､
大
幡
村
車
上
細
見
に
放
け
る
日
野
川
支
流
大
江
川

着
岸
の
懸
崖
は
､
高
さ
約
二
〇
米
､
浮
石
を
含
め
る
水

平
の
砂
磯
圏
よ
-
成
-
､
機

中
に
は
安
山
岩
､
花
園
潜

多
-
､
往
々
寓
篠
二
乃
至
三
八
大
の
岩
塊
が
介
在
し
て

居
る
'
此
の
懸
崖
に
は
明
か
に
河
水
侵
蝕
の
跡
歴
々
叱

る
も
の
が
あ
る
､

顧
ふ
に
日
野
川
は
嘗
て
此
懸
崖
の
直

下
を
流
れ
た
も
の
で
.
西
伯
郡
大
幡
柑
字
岸
本
か
ら
堀

村
字
田
下
'
尾
高
村
字
石
田
.
附
近
を
経
て
'
裾
野
岡

阜
地
の
基
脚
を
洗
ひ
'
大
和
細
字
新
田
の
寛
で
海
に
胡

し
た
事
が
あ
る
の
は
地
形
上
疑
ふ
飴
地
が
無
い
'
其
後

流
路
は
漸
次
酉
に
移
動
し
た
も
の
で
あ
る
.
果
飴
往
古

の
詑
鎌
に
櫨
る
に
日
野
川
は
大
幡
村
よ
-
尾
高
に
至
-

氾
濫
し
て

l
湖
を
虜
し
た
が
'
天
文
年
間
大
雨
に
閤
て

河
水
湛
溢
し
､
岸
本
か
ら
酉
北
に
向
ひ
奔
放
し
て
馬
場

を
衝
き
IT･TT竃
津
に
出
て
海
に
注
ぐ
棟
に
為
っ
た
か
ら
､

ソ
コ
で
河
水
を
稚
溜
し
沸
概
に
翼
す
る
の
必
要
を
生
じ

水
源
を
岸
本
に
取
rjl
蛇
屋
井
手
を
築
造
L
t
墾
田
に
湛

灘
す
る
に
至
っ
た

の
は
元
利
以
後
の
革
で
あ
る
の
は
確

か
で
あ
る
｡
其
後
堰
堤
は
漸
次
増
加
し
､
今
は
蚊
屋
井

鳥
枇
賑
日
野
川
下
流
水
路
の
t班
趨

手
よ
-
上
洗
に
於
て
'
旭
村
に
は
谷
川
堰
､
佐
野
川
堰

が
あ
も
'
溝
口
相
に
は
尾
高
堰
､
大
幡
村
に
は
五
千
石

堰
が
あ
-
､
叔
屋
井
手
の
下
流
に
は
幡
郷
相
に
豊
田
井

手
が
あ
-
.
斯
-
塵
々
に
堰
堤
を
築
造
し
て
､
搬
洗
水

を
引
い
て
屠
る
｡
今
前
記
氾
濫
湖
の
位
置
を
塞
ず
る
に

王
子
村
か
ら
舷
相
に
亙
れ
る

完
冊
の
地
域
で
あ
る
ら
し

-
'
こ
の
地
域
中
に
は
卑
韻
に
し
て
､
地
下
か
ら
冷
水

が
盛
に
湧
出
す
る
薦
め
'
稲
作
に
通
せ
ざ
る
個
展
が
砂

L･･
Y
敵
い
､
哀

三

.駁
例
轟
す
れ
ば
'
施
村
大
字
蚊
屋

村
役
場
孤
覚
∵
約
日
町
灯
る
水
路
の
西
側
に
は
'
水
面

よ
巧
七
寸
乃
至

｢
尺

の
高
さ
ま
で
確
に
満
水
を
湧
出
す

る
鷹
が
あ
っ
･て
.
附
近
数
十
声
の
農
民
は
四
時
之
を
飲

用
に
供
し
て
不
足
を
戚
じ
無
い
､
叉
同
相
大
字
鞘
堂
に

は
､
卑
温
地
中
か
ら
盛
に
湧
水
す
る
塵
が
あ
っ
て
､
今

是
を
蝕
管
に
導
き
'
北
方
約
九
町
を
距
て
た
る
小
夢
枕

ii
於
け
る
飲
用
水
に
供
し
て
屠
る
､
是
地
下
水
準
面
が

非
常
に
高
-
'
地
下
水
の
頗
る
蝕
富
な
事
を
表
徴
す
る

革
質
で
あ
っ
て
'
晋
時
の
湖
沼
底
か
p
又
は
河
道
を
想

超
せ
し
む
る
｡

党
に
地
名
､
地
形
等
か
ら
日
野
川
流
路
の
鍵
蓮
を
考

1克

己

三



地

球

第

九
巷

究
す

る
に
'
附
近
に
河
に
因
ん

だ地
名
酢
頗
る
多
い
の

は
任
意
す

べ
き
事
で
､
日
野
川

流路
が
兼
方
大
山
裾
野

岡
鼻
脚
か
ら
漸
次
酉
に
遷
-
.
大
幡
村
寧
岸
本
か
ら
P

下
河
原
'
河
岡
､
赤
井
を
濡
て
p
現
時
佐
陀
州
の
流
路

を
取
り
た
革
も
あ
る

ペ
-
'
是
を
第
二
期
だ
す
れ
ば
p

其
後
赤
井
か
ら
佐
陀
部
落
の
酉
を
過
ぎ
､
新
村
の
酉
に

現
存
す
る
小
入
江
に
注
い
だ
事
も
あ
る
に
相
違
な
い
'

是
が
第
三
期
で
､
現
存
の
小
入
江
は
常
時
の
川
口
の
魂

蝕
で
あ
ら
-
'
其
後
幾
多
の
洪
水
氾
濫
が
あ
っ
て
流
路

は
光
度
も
担
遷
し
.
漸
次
西
方
に
移
わ
.
蓬
に
現
時
の

如
-
観
音
寺
山
の
突
角
に
接
近
し
て
､
法
勝
寺
州
,fJ
斬

流
す
る
兼
に
弟
-
.
今
の
流
路
を
取
る
に
至
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
○

日
野
川
は
上
流
地
方
か
ら
土
砂
を
流
下
す
る
革
の
非

常
に
酵
多
な
部
は
､
液
温
ケ
横
砂
洲
の
聴
蓮
が
悪
-
ば

か
-
迅
連
な
る
轟

か
ら
も
.
想
像
が
出
凍
る
の
み
な
ら

ず

.
今
よ
-
約
二
十
年
前
迄
は
'
上
流
地
域
で
古
代
以

東
砂
銭
の
採
取
が
感
に
行
ほ
れ
た
か
ら
.
河
床
に
土
砂

の
流
出
は
非
常
に
盛
で
あ
っ
て
､
河
床
は
年
々
是
等
土

砂
の
堆
積
の
盛
に
斉
し
-
高
ま

-
つ
つ
あ
っ
た
の
は
､

第
二
班

芸

C
I

四

E
f

一
般
に
公
認
せ
ら
れ
た
革
賓
で
凍
る
'
採
取
事
業
が
止

ん
で
以
徴
は
'
土
砂
の
流
下
が
大
に
減
少
し
､
河
床
は

却
て
流
水
の
食
め
漸
次
掘
整
せ
ら
れ
.
爾
凍
河
水
両
が

少
-
も
六
'
七
八
低
下
し
た
だ
い
五
番
で
あ
る
､
現
時

札
野
川
は
'
下
流
日
野
橋
附
近
で
､
約
凹
0

0
米
以
上

の
幅
員
を
有
L
t
水
洗
は
主
に
兼
酋
河
岸
Li
近
-
術
介

し
､
中
央
部
は
焼
き
砂
洲
を
形
成
し
､
其
河
水
面
上
の

高
さ
は

一
〇
尺
以
上
にこ
蓮
し
て
居
る
P
此
砂
洲
を
形
成

せ
る
粗
砂
は
'
主
に
荘
桶
岩
の
分
解
に
因
れ
る
粗
砂
㌃

浮
石
質
の
砂
か
ら
顎

八

･
河
口
に
近
き
下
流
固
域
な
る

に
係
ら
ず
崇
的
童

女

武
岩
'
租
粒
花
園
岩
p
睦
岩
.

閃
替

雪

輝
岩
等
の
焚
小
の
岩
塊
や
碓
井
が
亦
賂
し

-

河
床
に
展
晒
し
'

一
朝
氾
濫
の
際
､
河
水
の
翰
法
力
が

如
何
に
弧
大
で
あ
る
か
堅

不
し
て
居
る
,
斯
-
土
p･
砂

岩
井
の
流
下
が
多
大
で
あ
る
か
ら
､
其
堆
積
の
薦
め
河

床
が
通
達
に
高
ま
-
流
路
が
逐
次
鼻
音
す
る
事
p
他
の

河
流
に
此
し
て
劇
甚
で
為

る
の
も
､
普
然
至
芸
は
ね
ば

な
ら
ぬ
0

抑
も
不
断
の
利
剣
作
用
に
因
る
河
流
の
樽
向
は
､

ペ

ー
ル
氏
(B
aer
)
及
び
フ
エ
ル
レ
ル
氏
(
F
erret)
の
法
則



に
示
す
が
如
-
､
地
球
の
Et
概
に
基
-
偏
向
力
に
よ
-

北
半
球
で
は
右
に
偏
L
t
甫
草
城
で
は
左
に
偏
す
る
縛

で
'
北
単
球
に
於
て
商
か
ら
北
に
挽
る
る
河
流
は
'
西

岸
よ
-
も
東
岸
を
多
-
側
刺
し
'
河
流
の
方
向
は
漸
次

卦
に
曲
る
筈
で
あ
る
｡
今
之
を
山
陰
道
の
主
な
る
河
洗

に
徴
す
る
に
'
地

ノ
崎
の
兼
の
圃
山
川
智
初
め
'
鳥
取

の
千
代
川
で
も
､
石
見
囲
噂
田
の
閏
を
耽
る
る
高
津
川

で
も
､
何
れ
針
多
少
東
に
迂
曲
し
て
流
る
る
有
機
で
あ

る
の
に
'
只
濁
ら
こ
の
日
野
川

だけ
が
平
野
に
出
て
'

西
に
偏
向

L
､
流
路
も
逐
次
兼
か
ら
西
に
移
っ
た
形
跡

が
あ
る
の

は
.

?
の
特
例
で
あ
っ
て
P
河
流
の
鼻
礎
や

碑
向
が
.
主
に
不
断
の
別
制
作
用
に
因
っ
た
も
の
で
無

-
二

刀
水
間
北
方
に
綬
斜
を
以
て
陵
奏
せ
′る
地
階
に
左

右
せ
ら
れ
･.
逐
次
の
氾
濫
に
よ
り
で
､
酵
し
き
士
'
砂

岩
塊
の
流
下
堆
積
が
起
-
､
水
路
は
主
に
其
結
果
tJ
し

て
移
動
塵
遷
せ
ら
れ
た

か
ら
､
特
殊
の
塵
化
を
経
歴
t

化
の
で
p
日
常
用
刺
の
場
合
の
政
則
は
'
是
に
砥
用
出

兼
ね
も
の
ど
考

へ
ね
ば
t･,b
る
ま
い
｡

(罪
)
i

0
日

本

海

準

の

形

日
本
油
硝

(T
h
e

J
a
p
an
T
ren
ch
)
の
形
は
大

正

十
:光
年
水
路
部
搬
ま
の
=
本
近
梅
の
_.･qB
さ
の
樹
で
は
未
だ
充
分
に
指
溝
の
菰

野
の
形
態
も

耶
す

に

挙

ら
ず
し
て
'
共
の
桁
も
か
な
り
旋
い
も
の
で
あ
っ
た
｡
本
坤

7
月
淡
水
路
嬰
轍
鮒
瓶
の
日
本
梅
榊
樹
は
大
正

十
五
年
及
昭
利
二
年
の
測
盤
に
よ
っ
て
職
満
の
形
払
改
め
且
つ
新
測
畳
の
水
伏
在
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
｡
之
に
よ
る
と
樹
の
艶
別

に
抱
け
て

あ
る
池
り
肪

T
に
は
7.(
千
米
よ
り
も
.:拭
い
晦
帖
が
幅
跳
-
な
っ
て
海
猫
の
形
態
が

T
犀
掛
譜
に
な
っ
た
,.…

で
み
る
Q
即

ち
淋
油
の
幅
は
桁
;:･･i
崎
の
知
内
此
及
犬
吠
岬
の
如
ガ
に
放
て
共
に
約
四
十
編
規
と
な
っ
た
｡
妨
二
に
は
伊
五
謝
臓
の
敵
側
に
は
碓
氷

七
八
九
四
米
の
放
伐
恥
が
糊
盈
さ
れ

て
あ
つ
た
の
が
､
新
し
さ
州
塵
の
触
九
九
千
米
以
上
の
晦
肺
の
洗
部
か
南
北
に
亙
っ
て
'
蘭
ケ

砧
の
北
方
軍

手

編
出
に
九
三
七
八
米
へ
鳥
梅
の
北
方
約
す
鵜
=J
に
九
EiL
7T
I+芸

米
の
拭
虚
が
あ
る
こ
と
が
刑
心
に
な
っ
た
｡
堕

二
に

は
甘
て
野
枯
岬
神
命
に
於
て
九
九
五
〇
米
以
上
の
探
幽
が
あ
り
或
は
他
罪
妨

7
の
縦
鹿
で
H
な

い
か
と
孝1i
ぜ
ら
れ
た
と
こ

ろ

ぽ
新
し

手
練
瀧
の
約
兆
月
怒
ら
な
い
=
と
で
あ
る
9
即
ち
日
本
相
継
は
北
は
千
粘
り
的
千
古
丹
比
の
沖
か
ら
南
西
に
光
り
'
榊
共
時
沖
か
ら

ほ
南
南
街
に
向
ひ

､
野
島
帖
,%
か
ら
は
洞
観
取
に
克
っ
て
小
盤
肺
付
･ig
の
波
力
潮
食
に
到
る
略
五
十
晦
雄
内
外
の
総
和
酵
即
ち
地
牌

で
.
非
職
.:ig
部
は
鳥
臆
東
方
の
九
四
三
五
栄
で
あ
る
と
い
ふ
=
と
に
な
っ
た
O
(
ナ
カ
tf
.フ
)

･E
?
枇
蝦
日
野
川
7
流
水
路
の
担
迷

〓

1
二

相
五


